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藍晶石を含む角閃岩類の産出は比較的まれで，我が国では，これ

までに四国中央部三波川帯，京都府北部の大江山帯および関東山地

吉見丘陵から報告されているにすぎない．一般に，角閃岩類は相律

的に自由度の高い鉱物組み合わせをもつ．しかし，藍晶石や十字石

などを含む自由度の低い鉱物組み合わせは変成条件に束縛を与える

ことができる．

最近，我々は熊本県天草下島の天草町大江のビシャゴ岩付近から

含藍晶石緑れん石角閃岩類やエクロジャイト質岩を見出した．これ

らの変成岩類は，約 85 Maの白雲母 K-Ar年代をもつ結晶片岩類（高

浜変成岩類あるいは長崎変成岩類と呼称される）の上にナップとし

て重なる高度変成岩類の構成岩相の一部である．現在，我々はこれ

らの高度変成岩類の研究を進めており，その成果は九州の地体構造

の解明に向けて大きなステップになるであろう．ここでは，天草下

島産の含藍晶石緑れん石角閃岩類とエクロジャイト質岩の記載岩石

学的特徴の一部を紹介する．
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第１図．含藍晶石緑れん石角閃岩
類の産地（A）と付近の地質概略図
（B）．地質概略図は高井ほか（1997）
を簡略化し，加筆した．

第２図．含藍晶石緑れん石角閃岩
類の露頭写真．
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第３図．含藍晶石緑れん石角閃岩類のスラブ写真（スケールバーは 1 cm）．
A．含藍晶石緑れん石角閃岩．ホルンブレンド（Hbl），クリノゾイサイト（Czo）および藍晶石（Ky）の定向配列で定義される
フォリエーションが良く発達する．肉眼では，藍晶石は全体として無色～淡青色を呈し，濃青色部がパッチ状に含まれることが
多い．最大で 5 cmに達する．
B．含ざくろ石藍晶石緑れん石角閃岩．ホルンブレンドに富む優黒質層（上半分）とクリノゾイサイトに富む優白質層（下半
分）からなる．この標本では径 5 mm前後のざくろ石（Grt）の斑状変晶が特徴的に含まれる．いずれの層にも藍晶石とざくろ
石が産出する．

第４図．含藍晶石緑れん石角閃岩類とエクロジャイト質岩の顕
微鏡写真（スケールバーは 1 mm）．
A．含藍晶石緑れん石角閃岩（単ニコル）．ホルンブレンド
（Hbl），クリノゾイサイト（Czo）および藍晶石（Ky）が平衡
共存する．藍晶石は部分的に淡青色の多色性を示し（写真右上），
後退変成によりマーガライト＋パラゴナイト（Mrg＋Pg）化し
ている．藍晶石の包有鉱物としてルチル（Rt）とクリノゾイ
サイトが存在する．
B．含ざくろ石藍晶石緑れん石角閃岩（直交ニコル）．ホルン
ブレンド，クリノゾイサイト，藍晶石およびざくろ石（Grt）
が平衡共存する．
C．エクロジャイト質岩（単ニコル）．ざくろ石＋単斜輝石
（Cpx）＋石英の鉱物組み合わせで特徴づけられ，少量のルチル
と燐灰石（Ap）を含む．単斜輝石は淡緑色の多色性を示し，
ひすい輝石成分を最大 20モル％含む.単斜輝石の周りや単斜輝
石とざくろ石の粒間にホルンブレンド＋石英シンプレクタイト
やホルンブレンドが形成されており，角閃岩相の後退変成作用
を受けている．


